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日さまざまな世代の笑顔が広がったー

ふらつとニコニコ広場2014

7
月
初
日
、
今
年
度
で

3
回

目
と
な
る

「
ふ
ら
っ
と
ニ
コ
ニ

コ
広
場
」
を
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
、
ピ
ー

ク
時
に
は

2

2
1
人
の
来
場
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
広
場
は
、
年
齢
や
ハ
ン

デ
ィ
を
持
つ
人
も
持
た
な
い
人

も
、
誰
も
が
支
え
合
う
社
会
を

目
指
す
ノ

l
マ
ラ
イ
ゼ

l
シ
ヨ

ン
の
理
念
の
普
及
が
目
的
で
、

気
軽
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
、

ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔
で
交
流
で
き

る
よ
う
に
と
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

開
会
の
あ
と
す
ぐ
に
、
厚
岸

町
吹
奏
楽
団
と
厚
岸
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
の
音
楽
演
奏
会
で
華

や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
、
屋
外
で

は
、
お
祭
り
を
思
わ
せ
る
縁
日
・

軽
食

コ
ー
ナ
ー
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
福
祉
プ

l
ス、

屋
内
で
は
、

お
り
が
み
、
手
話
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ

か
、
子
ど
も
に
大
人
気
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
巨
大
迷
路
を
設
け
、
こ

の
交
流
の
場
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
の
参
加
で
笑
顔
が
広

が
っ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
様
子
を
写
真
で
ふ
り

返
り
紹
介
し
ま
す
。

ステージ企画

華やかにスタートを飾った

厚岸町吹奏楽団の演奏会

ぐ

かわいらしい厚岸小学

校金管バンドからは2

曲被露

2 

厚岸町吹奏楽団の演奏

中、 ソロ演奏が終わる

たびに会場は拍手に包

まれる

..，と：:J::us•



工房るうぷは、限定品の

「草しんこもちJと「蒸し

パン」を出品。蒸しパンは

あっというまに売れ切れ

のんき村では、自分たちの

畑で大切に育てた水菜と大

根の新鮮な無農薬野菜を販
τ企E

:re 

全暑かったこの日

はかき氷屋さん

が大忙し

軽食コーナー

軽食コーナーでは、

行列ができるほど

盛況で、みんなの

お腹を満たす

島
福祉用具は、（樹

マルペリー、（掛

メルプの協力で、

車いすなどが所

せましと並ぶ
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相談ブースでは、
釧路太田集落委
員会提供の牛乳
無料配布も、あっ
というまに品切
れ
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体験コーナー

おりがみコーナーでは、

子どもと高齢者が一緒

に体験する姿が印象的

／ 

福祉センタ一大ホールに広がった

ダンボール巨大迷路から大脱出

福祉手話体験では、みよう見まね

で手話の歌にチャレンジ

準備段階

では－－－

ダンボール迷路

完成までには t..-

「ぶらつと」の利

用者・職員の協

力がありました

今
回
掲
載
の
写
真
は
、

社
協
に
デ

l
タ
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
欲
し

い
と
い
う
方
は
差
し

上
げ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
連
絡
先
／
厚
岸
町

社
会
福
祉
協
議
会
総

務
地
域
課

8
臼
1
7
7
5
2）

あらゆる年齢層で楽しめるレクリエーション用具紹介

4とケーー士P

［上］片方のボールをもってス

インゲし、ボールを回転させ

てアンダースロー投げます

‘丘ιー
にこ〉

で、つながっている 2個のボーノレ

をラダー（ハシゴ）に向かつて

投げ、ボーノレがラダーに引っ掛

かるとポイントになります。3

本のラダーには、 1,2, 3点と

ポイントが表示されており、そ

れぞれのラダーに引っ掛かった

ボーノレの数で、得点を競います。

持ち運びも便利で、ちょっと

したスペースがあれば屋内でも

楽しめます。 興味のある方は社

協事務局に問い合わせください。

ふらつとニコニコ広場のレク

リエーション体験では、桜が丘

ひぶなクラブ（到｜｜路市）に、さ

まざまなレクリエーション用具

を用意してもらい、なかでも珍

しかったレクリエーション用具

をひとつ紹介します。

ラダーゲッター

「ラダーゲッター」は、あらゆ

る年齢層で楽しめるニュースポー

ツです。ルールは簡単で、ヒモ
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時 9月6日（卓）

、．

パーティーは、 地域福祉事業

の資金造成を目的に企画して

おり、当日のチャ リティー益

金は、すべて地域の福祉活動

に還元します。

社協の苦情解決制度
社協では、福祉サービスや介

護サービスの利用者の利益を保

護し、権利を擁護するために、

苦情解決の仕組みがあります。

社協で、行っているサービスに

対する不満や要望がありました

ら、苦情受付担当者、または苦

情解決第三者委員までご連絡く

ださい。

・苦情受付担当者

社協在宅介護課長

奈尾和哉

5 

・苦情解決責任者

社協事務局長

斉藤健一

・苦情解決第三者委員

風巴谷一三さん（TEt52-4855)

中田由美子さん（TEL52-4464)

菅江喜江さん ('Il乱56-2027)

・苦情受付

電話、FA X、手紙などで受

け付けています。

(Tn52-7752 FAX52-6044) 

社協では、引き続き 3名の苦
情解決第三者委員を委嘱して

います。写真左から風目谷さ

ん、中田さん、菅江さん



デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
活
動

延

2
5
4
人
が
参
加
し

夏
祭
り
週
間
が
終
わ
る

平
成
初
年
4
月
1
日
よ
り
、

社
協
が
指
定
管
理
者
と
し
て
受

託
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

心
和
国
と
在
宅
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
早
い

も
の
で

4
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

今
年
で

3
回
目
の
取
り
組
み

と
な
る
在
宅
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り
を
、

7
月

比
日
か
ら
同
日
ま
で
の

一
週
間

に
渡
り
開
催
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
週
間
で

は
、
職
員
が
利
用
者
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
各
コ
ー

ナ
ー
を
企
画
し
て
開
催
す
る
行

事
で
す
。

屋
台
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ク
レ
ー

プ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

・
ホ
ッ

ト
ド

ッ
グ

・
お
で
ん

・
か
き
氷

の
5
品
を
用
意
し
て
、
利
用
者

に
様
々
な
味
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
お
代
わ
り
も
あ
り

で
す
。

縁
日

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ヨ

ー

ヨ
ー
釣
り

・
金
魚
す
く
い

・
輪

投
げ
と
、
成
功
す
れ
ば
景
品
が

当
た
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

で
利
用
者
は
真
剣
な
表
情
で
縁

日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
夏
祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
利
用
者
と
職
員
が
全
員

参
加
す
る

ご
ニ
角
く
じ
」
で
す
。

当
た
り
を
引
け
ば
豪
華
景
品
？

が
当
た
り
、
く
じ
を
引
く
た
び

に
「
当
1
た
れ
！
当
1
た
れ
！
！
」

と
掛
け
声
が
あ
が
り
、
全
員
で

笑
っ
て
拍
手
し
て
、
夏
祭
り
期

問
中
は
、
メ
イ

ン
に
ふ
さ
わ
し

く
盛
大
に
盛
り
上
が
る
く
じ
引

き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
夏
祭
り
も
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
が
毎

日
笑
顔
で
楽
し
み
、

無
事
に

1

週
間
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

社
協
役
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
お
手
伝
い
に
参
加
し
ま
し

た。

6 

こ
れ
か
ら
も
、
在
宅
老
人
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
て
ま
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

：：－－胃~
l明
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夏祭りフォト
ギャラリー
〈写真集〉



安心して自立した生活が送れるように支援する
3種類のサービスを進める日常生活自立支援事業

町では、権利擁護事業を行う

ための取り組みとして、今年1

0月から市民後見人養成講座を

浜中町と共同で行う予定です。

それに先駆けて社協では、成

年後見制度の狭間を埋める事業

として、北海道社会福祉協議会

からの委託を受け、 日常生活自

立支援事業を、昨年 10月から

生活自立支援センターを設置し

実施しています。

この事業は、認知症、知的障

がい、精神障がし、などの理由で

判断能力の不十分な方が安心し

て生活が送れるように、支援す

ることを目的としており、現在

5名の方がサービスを受けてい

ます。

今後、高齢化が進行し、判断

能力に不安のある方が増加する

ことが予想され、また、高齢者

だけではなく、知的 ・精神障が

いを持ち判断能力が不十分な方

にとっては、虐待、詐欺、悪徳

商法などが深刻な社会問題となっ

ているなか、日常の生活におい

て権利を擁護する必要があり、

地域の民生委員等と連携しなが

ら、相談や活用につなげるため

の活動をしていきます。

・サービスの種類は

福祉サービスについての情報

提供や利用手続きのお手伝いを

行う「福祉サービス利用援助」、

公共料金の支払い、年金受給の

確認、 生活費の払い戻しを行う

「日常的金銭管理サービス」、定

期預金通帳や年金証書などの大

切な書類を預かる 「書類等の預

かりサービスJの3種類です。

0ザービスのしくみ

①描炎

・・・・・・圃
②面談・調査

．サービスのしくみは

利用希望者が、社協の自立生

活支援専門員に相談します。

相談を受けた自立生活支援専

門員が本人を訪問し、本人の日

常生活の状況、家族及び親族状

況の関係等状況、生活に要する

金銭状況等を聞き、本大と提供

するサービスの内容を話し合い、

生活支援計画を立て、契約を結

びます。

契約を結んだ後は、生活支援

員に支援内容等の詳細を連絡し、

生活支援員がサービスを提供し

ます。（図参照）

契約締結から3ヵ月毎に、サー

ビスの実施状況を確認し、今後

も契約内容を継続していくのか

評価を行 うモニタリングを行い

ます。

．サービス費用は

相談は無料、 生活支援員が行

う3種類のサービスは有料とな

ります。

金額は、 l回1時間あたり1'

2 0 0円です。

また、 生活支援員が移動の際

に自家用車を使用した場合は3

0 0円、公共交通機関を利用し

た場合は、運賃等の実費分が別

にかかります。

・サービスを行う構成員は

生活支援員3名、自立生活支

援専門員2名、指揮監督者1名

です。

．問い合わせ先

生活自立支援センター

梅香2丁目 1番地

電話 52-7752 
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ポラシティア通信

ちガδω
2 0 I 4. 8 
厚岸町ボランティアセンター

088-1115厚岸町梅香2丁目1番地
TEL 0153-52-7752 
FA× 0153-52-6044 

釧路地区ボランティア研修会への参加者を募集
今年は釧路市音別町体験学習センターで開催

北海道社会福祉協議会釧路地区事務所では、毎

年各市町村のボランティア関係者が集い、活動の

情報交換と連携を図ることを目的に、ボランティ

ア研修会を実施していますが、今年は9月26日

（金）に釧路市音別町体験学習センターで開催し

ます。

この研修会でのさまざまな体験学習を通して、

これからボランティアに携わるきっかけづくりに、

また、既にボランティアを行っている方のスキル

アップとして活用いただ、きたいと存じます。

興味のある方は、ぜひ参加願います。

・内容

「蕗紙こしj 「手打ちそぱっくり」「アイスクリー

・参加費

昼食代70 0円 （当日徴収）

・持ち物

エプロン、三角巾、上履き

・参加申込み

9月5日（金）までに電話で申込みください。

※申込み時に、氏名 ・住所 ・電話番号 ・参加した

い体験学習が必要

・その他
開催会場までの送迎を行います

ムっくり j fソーセージっくり j のうち、ひとつ ・申込み先

の体験を選択、参加者全員で「ふまねっと」を体 社協ボランティアセンター（担当：杉本）

験 電話 52-7752

夏のレスパイトサービスの事業休止
あっけしサポートネット「のびのび」
の活動休止

あっけしサポートネット「のびのび」は、

何らかのハンディをもっている町内の子ども

を預かり、子どもたちのふれあいと、保護者

にひとときの休息をしていただく目的で、レ

スパイトサービスを行っています。

今年度も事業の開催を目指し、日程の調整や準

備を進めていましたが、ボランティアスタッフ等、

運営する人材が不足しているため、夏のレスパイ

ハートコール事業の傾聴（おはなし）
ボランティアを募集

社協ボランティアセンターでは、町内無料のテ

レビ電話を利用して、 一人暮らしの高齢者を対象

に安否確認を行う、ハートコーノレ事業を行ってい

ます。

現在、利用者に電話をかけるボランティアの数

が不足しています。ぜひ、傾聴ボランティアとし

て登録をお願いいたします。

・問い合わせ先

トサービス「爽やかな夏 inあっけし」をはじめ、 社協ボランティアセンター

レスパイトサービスの事業を休止します。 （担当 杉本）

なお、当分の問、あっけしサポートネッ ト 「の 電話 52-7752 

びのび」の活動も休止します。

9 



編集後記

・夏休みを満喫している方が多

いと思います。最近のニュース

で、屋内外での熱中症や、水に

関係する事故をよく 聞きます。

暑さ対策をしたり 、山や海へ外

出したときは安全確認を忘れず

に行いましょう。（杉本）

・社協の大イベント「ふらつと

ニコニコ広場2014J も皆さんの

協力で無事終了しました。当日

は、子どもの参加が多くとても

華やかな雰囲気になりました。

次は9月6日（士）のチャリティー

ビアパーティーへの大人たちの

参加をお待ちしています。

（米内山）

厚岸町社協広報誌

2014. 8/No. 140 

一
郎
輝
樹

健

一
紘
裕

文
山

藤
池
内
本

斉
小
米
杉

集編

社会福祉法人
厚岸町社会摘祉協鴎会
干088-1115厚岸郡厚岸町梅香2丁

目1番地
厚岸町社会福祉センタ一内
TEL 0153-52-7752 

FAX 0153-52-6044 

URL http: I /w附 6.plala.or. jp/ 
akkeshisyakyou/ 

｜初日らせ情報 m…
まずは気軽に相談を

無料法律相談所

ひとりで解決がむずかしい

悩みごとがありましたら、こ

れを機会にお気軽に相談くだ

さい。

・日時／9月 16日（火）

13時 30分から

・場所／社会福祉センター

・担当／釧路弁護士会所属

藤川拓也弁護士（釧路ぬさ

まい法律事務所）

・その他／事前予約が必要

・問い合わせ／社協52-7752 

帰郷 ・外出で活用できます

車いす・福祉用具貸出

帰郷や旅行などが多くなる

季節になりました。「ちょっと

一時的に借りたいj といった

場合に活用できます。車いす

をはじめ、若干ではあります

が福祉用具もあ りますので、

活用ください。

・貸出場所／社会福祉センター

・費用／無料

・その他／事前に問い合わせ

があればスムーズに貸し出し

できます。（社協852-7752) 

｜寄付・寄贈ありがとうございます（5月～7附

今回から心和国 ・デイサービスへの寄付 ・寄贈も掲載します。

【寄贈品】

V法人本部！こ／サンケイ靴スポーツ店～吉切手、厚岸町税財政課

～古切手、大地みらい信用金庫厚岸支店～古切手

V心和圏lこ／伊藤正勝さん～紙パンツ 2袋、紙おむつ1袋、尿取

パッ ト2袋、松山セツ～オムツ2袋、伊藤小高～古布、郵便局長

婦人会～ティッシュ 60箱、厚岸町吹奏楽団～ティッシュ 60箱、

厚岸町老人クラブ連合会女性部～古布 10箱、厚岸消防団～ トイ

レットローノレ96ローノレ

｜ 今月の福祉標語（平成時度福祉標語入選作晶） ｜ 

やさしさはみんなのI~＼あたためる
（平成25年度福祉標語優秀賞厚岸小4年小笠原粋さん）

「ありがとう」 やさしさつなげる そのことば
（平成25年度福祉標語優秀賞太田中3年楼井 優実さん）

あいさつは したらちょっと きもちいい
（平成25年度福祉標語努力賞太田小1年大川内真理安さん）

お年よりにやさしくしよう みんなでね
（平成25年度福祉標語努力賞厚岸小2年成津 いち香さん）
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